
小
川

千
甕

北
陸
銀
行
前(

11/

26)

見
た
さ
逢
い
た
さ

思
い
が
つ
の
る

恋
の
八
尾
は

オ
ワ
ラ

雪
の
中

越
中
八
尾
お
わ
ら
歌
碑
《
い
に
し
え
の
文
化
人
と
の
交
流
》

※

人
物
の
説
明
は
主
に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋

八
尾
八
尾
と

皆
い
き
た
が
る

お
わ
ら
よ
い
と
こ

オ
ワ
ラ

唄
の
里

町
田

嘉
章

町
田
嘉
章
（
ま
ち
だ
よ
し
あ
き
）

近
世
邦
楽
・
日
本
民
謡
研
究
家
、
作
曲
家
、

音
楽
評
論
家
。
通
称
「
か
し
ょ
う
」
。
明
治

二
十
一
年
、
群
馬
県
伊
勢
崎
の
商
家
に
生
ま

れ
る
。

趣
味
の
三
味
線
に
没
頭
し
、
そ
の
五
線
譜
化

を
独
習
。
芸
能
・
邦
楽
担
当
記
者
の
か
た
わ

ら
古
曲
保
存
会
を
設
立
、
邦
楽
レ
コ
ー
ド
の

制
作
、
民
謡
研
究
に
着
手
。

代
表
作
に
新
民
謡
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
「
正

調
民
謡
集
」
な
ど
。

ふ
ら
っ
と
館
前(

12/

26)

小
川
千
甕
（
お
が
わ
せ
ん
よ
う
）

～V
o
l.

２
に
掲
載
～



宮
田
旅
館
前(

13/

26)

旅
籠
屋
の古

看
板
に
吹
雪
し
て

飛
騨
街
道
を

ゆ
く
ひ
と
も
な
し

吉
井

勇

八尾ふらっと館前

北陸銀行前

吉
井

勇
（
よ
し
い
い
さ
む
）

日
本
の
歌
人
、
劇
作
家
、
小
説
家
。

元
伯
爵
。
宮
中
歌
会
始
選
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
。

本
名
の
読
み
仮
名
は
「
よ
し
い
い
さ
み
」
。
明
治
十

九
年
、
東
京
芝
区
高
輪
の
元
伯
爵
家
に
生
ま
れ
る
。

「
い
の
ち
短
し
、
戀
（
こ
ひ
）
せ
よ
、
少
女
（
を
と

め
）
」
の
歌
詞
で
知
ら
れ
る
「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」
の

作
詞
者
。
戦
時
下
の
昭
和
二
十
年
二
月
、
京
都
の
馬

町
空
襲
を
き
っ
か
け
に
八
尾
町
へ
疎
開
し
、
当
地
で

終
戦
を
迎
え
て
い
る
。

※

旅
館
と
し
て
の
創
業
は
明
治
四
年
。
二
百
年
以
上
前
に
蝋
燭
問
屋
と
し
て
始
ま
り
、
や
が
て
生
糸
問
屋
に
な
り
、
一

帯
に
集
ま
る
商
人
を
泊
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
続
く
漆
塗
り
の
館
内
と
大
き
な
柱
や
梁
は
、
旅
籠

（
は
た
ご
）
の
風
格
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
将
軍
・
徳
川
慶
喜
公
や
作
家
・
五
木
寛
之
氏
、
森
村
誠
一
氏
が
滞
在
し
た

部
屋
が
残
っ
て
い
る
。

宮田旅館前


